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◆
函
館
市
を
取
り
巻
く
状
況

人
口
の
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
の
進
行

昭
和
5
9
年
1
月
末
の
3
2
万
3
千
人
を
ピ
ー
ク
に
平
成
1
4
年
1
2
月
現
在
は
2
8
万
6
千
人
に
減
少
し

差
は
1
8
年
間
で
3
万
7
千
人
減
少
し
て
い
る
。
減
少
原
因
と
し
て
.
急
激
な
少
子
化
の
進
行
.
進
学
や

就
職
に
よ
る
市
外
へ
の
転
出
、
近
隣
3
町
へ
の
流
出
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

◆
函
館
市
の
財
政

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
に
よ
り
税
収
の
大
幅
な
減
少
や
公
債
残
高
、
い
わ
ゆ
る
借
金
の
増
大
な
ど

か
ら
.
国
.
地
方
と
も
に
財
政
状
況
が
著
し
く
悪
化
し
て
お
り
ま
す
.
都
道
府
県
.
市
町
村
を
問
わ
ず

各
自
治
体
と
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
函
館
市
と
市
町
村
合
併

過
去
昭
和
に
入
つ
て
か
ら
4
回
の
合
併
を
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
1
4
年
湯
川
町
、
昭
和
2
4
年
亀
田
村
字
港
地
区
の
一
部
、
昭
和
4
1
年
に
は
銭
亀
沢
村
、
昭
和
4
8

年
亀
出
市
と
の
合
併
。

最
近
の
動
き
と
し
て
.
北
海
道
が
モ
デ
ル
的
に
作
成
し
た
合
併
パ
タ
ー
ン
を
も
と
に
、
渡
島
管
内
の

市
町
村
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
.
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
比
較
な
ど
を
行
い
昨
年
1
2
月
に

合
併
パ
タ
ー
ン
ご
と
の
検
討
結
果
報
告
書
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

A
パ
タ
ー
ン
	
	
函
館
市
、
戸
井
町
、
恵
山
町
.
椴
法
華
村
、
南
茅
部
町

B
パ
タ
ー
ン
	
	
函
館
市
、	
L
磯
町
、
大
野
町
、
七
飯
町
、
戸
井
町

◆
5
市
町
村
の
デ
ー
タ
ー

平
成
1
2
年
同
税
調
査
の
人
口

1
1
1
館
市
	
2
8
7
.
6
3
7
人
	
	
	
戸
井
町
	
3
.
8
0
3
人
	
	
	
恵
山
町
	
1
.
6
2
4
人

椴
法
華
村
	
1
.
5
8
6
人
	
	
	
南
茅
部
町
	
7
.
5
7
1
人

5
市
町
村
合
計
で
3
0
5
,
3
1
1
人
に
な
っ
て
い
る
。

(
会
報
担
当
者
:
成
田
	
	
豊
委
員
長

)

・
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
例
会
移
動
案
内
)
電
話
2
6
-
3
1
7
0
番

2
0
0
2
～
0
3
年
度

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長

ピ
チ
ヤ
イ
・
ラ
タ
ク
ル

慈
愛
の
種
を
播
き
ま
し
ょ
う

小
笠
原
	
を
会
長
テ
ー
マ
	
『
仲
間
を
増
や
し
□
―
タ
リ
ー
を
広
め
よ
う
/
』

4
月
2
3
日
卓
話
	
川
越
	
英
雄
氏
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席

3
2
名

当
	
日
	
欠
	
席

1
5
名

他
ク
ラ
ブ
出
席

6
名

止
,
	
	

油・
	
	

△
	
	

二
I

μ
,
	
	
	
,
:
1
'
	
	
	「
,
	
	
	
日

|
3
8
名

出
席
	
	
	
	
率

8
0
.
8
5
%

例会場
1
函
館
国
際
ホ
	 テ
ル

例会 日
:
毎
週水 曜
日
	
1
2
:
3
0
～
1
3
1
3
0

〒
0
4
卜鵬

4
函
館
市
大
手
町
5
-
1
0

事務局
:
函館市大手町

;
1
0
ニ
チ ロビル

4
F

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
W
e
e
k
l
y
	
R
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r
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R
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C
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次
回
.
5
月
i
4
日

プ
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グ
ラ
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「
函
館
ゆ
か
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作
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達
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◎
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9
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古
出
千
代
子
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(
1
7
7
)

③
	
地

|
ス
と
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
と
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

④
	
地
区
と
地
区
委
員
会
委
員
長
と
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
経
費
の
削
減
を
は
か
る
。

一
当
ク
ラ
プ
の
対
応
-
	
1
.
C
.
委
員
会
(
委
員
長
:
松
見
修
二
	
副
委
員
長
:
渡
部
ニ

康
)
を
設
置
し
.
	
7
月
1
ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
計
画
す
る
。

事
務
局
に
メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス
を
持
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
設
置
を
市
内
6
ク
ラ
ブ
で
検

討
す
る
。

2
.
地
区
の
事
業
と
し
て
.
3
2
2
0
地
区
(
ス
リ
ラ
ン
カ
北
部
地
方
J
a
f
f
n
a
)
に
中
古
自
動
車
を
贈
る
件

.

(
2
0
年
余
の
内
戦
の
結
果
.
国
土
は
荒
廃
し
人
民
は
飢
餓
に
う
え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
5
～

1
0
キ
ロ
の
道
の
り
を
徒
歩
で
通
学
し
て
い
る
。
)

3
.
地
区
会
員
名
簿
を
C
D
―
R
O
M
で
発
行
す
る
。

4
.
I
M
は
、
今
年
度
は
休
会
と
す
る
。
(
グ
ル
ー
プ
研
究
会
な
ど
に
変
更
し
て
欲
し
い
)

5
.
1
9
9
6
・
9
7
年
度
4
2
0
0
名
余
の
会
員
数
が
2
0
0
3
.
1
現
在
3
4
5
7
名
と
減
少
。	
一
般
地
区
資
金
が
不

足
し
た
と
き
は
、
事
業
資
金
の
特
別
地
区
資
金
か
ら
一
般
地
区
資
金
へ
の
繰
り
入
れ
の
承
認
.

(
1
0
0
0
名
の
会
員
減
少
と
1
7
0
0
万
円
の
収
入
減
少
の
た
め
。
)

6
.
R
I
会
長
は
2
0
0
5
年
度
ま
で
に
1
5
0
万
人
の
会
員
増
強
と
会
員
一
人
当
た
り
1
0
0
ド
ル
の
年

次
寄
付
を
目
標
に
し
て
欲
し
い
旨
の
要
請
が
あ
る
。

7
.
1
0
0
周
年
双
子
ク
ラ
プ
の
創
設
と
登
録
に
つ
い
て
。
友
情
促
進
・
異
文
化
環
境
の
理
解
の
た
め

外
国
の
地
域
社
会
に
恩
恵
を
与
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
双
子
ク
ラ
ブ
を
創
設
す
る
こ
と
。

姉
妹
ク
ラ
プ
の
創
設
と
R
I
へ
の
登
録
。
(
台
北
東
北
ク
ラ
ブ
も
R
I
へ
登
録

)

8
.
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
エ
コ
ニ
コ
B
O
X
は
初
回
訪
問
時
の
み
と
す
る
。
以
後
の
訪
間
は
ビ
ジ
タ
ー

フ
ィ
ー
の
み
と
す
る
。

9
.
C
S
E
の
経
費
見
直
し
。
(
収
入
予
算
の
減
少
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
に
配
分
す
る
経
費
を
削
減
し
、

受
け
人
れ
会
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
受
け
入
れ
て
も
ら
う
。
)

1
0
.
ガ
バ
ナ
ー
月
信
は
.
	
3
部
無
料
。
1
0
部
以
「
有
料
で
お
願
い
し
た
い
。
(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

月
信
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
)

◎
地
区
組
織
の
改
変

*
社
会
奉
仕
委
員
会
の
ド
に
小
委
員
会
と
し
て
子
ど
も
奉
仕
委
員
会
を
設
置
す
る
。

*
R
I
提
唱
の
家
族
委
員
会
は
家
庭
奉
仕
委
員
会
に
含
め
る
。

*
新
世
代
委
員
会
に
地
区
青
少
年
交
換
委
員
会
を
引
き
続
き
設
置
す
る
。
(
小
林
年
度
に
7
0
0
万
円
を
費

消
し
て
い
る
の
で
、
会
員
減
少
が
続
く
限
り
事
業
の
見
直
し
を
す
る
。
派
遣
す
る
ク
ラ
プ
の
グ
ル
ー

プ
で
費
用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
)

*
ポ
リ
オ
撲
滅
の
た
め
の
財
回
寄
付
に
つ
い
て

大
阪

L
■1
際
大
会
の
協
力
金
が
2
0
0
2
-
0
3
年
度
で
終
了
す
る
の
で
、
年
会
費
の
中
で
$
5
0
を
集
め

て
欲
し
い
。
_
1
年
で
1
5
0
ド
ル
(
ポ
リ
オ
は
今
な
お
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
区
で
残
つ
て
お
り
、
最

後
の
撲
滅
の
た
め
.
是
非
協
力
を
し
て
は
し
い
。
)

(
1
7
8
)

補
助
金
の
申
し
込
み
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
了
ま
で
の
流
れ

(
地
区
補
助
金
)
2
0
0
3
～
0
1
年
度
枠
S
3
7
.
0
0
0

ク
ラ
ブ
或
い
は

地
区
社
会
奉
仕
委
員
会

地
区
補
助

'
審
査
委
員
会

で
審
査

地
区
ガ
バ
ナ
ー
ヘ

提
出

地
区
補
助
●
小
委
員
会
で

書
類
審
査

地
区
補
助
金
小
委
員
会
か
ら

補
助
金
を
ク
ラ
ブ
ヘ
支
払
い

ク
ラ
ブ
或
い
は
地
区
で

,
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

ロ
ー
タ
リ
ー
財
口
委
員
長

へ
完
r
報
告
書
の
提
出

地
区
袖
」′,
全
監
督
委
員
会
で

補
助
金
の
■
用
状

`
′

1
を
確
認

地
区
補
助
金
小
委
員
会
で
報
告
書
の

コ
ピ
ー
や
資
料
を
保
イ′

○
地
区
補
助
金
審
査
委
員
会

・
地
区
ガ
バ
ナ
ー

・
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
財
回
委
員
長

.
地
区
補
助
金
小
委
員
長

●
地

l
κ
補
助
金
監

"
委
員
会

・
個
人
向
け
補
助
金
	
(
出
発
予
定
日
の
4
ケ
月
前
迄
に
申
請
、
2
ケ
月
前
に
は
承
認
)

ク
ラ
ブ
成
い
は

1
'
:
界
社
会
奉
仕
委
員
会

(
■
‐
s
)

国
際
奉
仕
委
員
会

地
区
補
助
金
小
委
員

会
で
書
類
審
査

ロ
ー
タ
リ
ー

,
1
ケ
団

て
審
査

地
区
ガ
′ヽ
ナ
ー

ヘ
提
出

地
区
ガ
バ
ナ
ー

ヘ
通
知

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員

長
へ
完
了
報
告
書

地
区
補
助
金
小
委
員
会
で
報
告

書
の
コ
ピ
ー
や
資
料
を
保
存

地
区
の
補
助
金
を
使
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
事
業
を
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
は
3
7
0
0
0

ド
ル
の
予
算
で
す
。
申
請
は
7
月
1
日
か
ら
9
月
末
ま
で
。

新
年
度
は
、

1
.
地
区
補
助
金
(
D
D
F
よ
り
支
給
。
地
区
や
各
ク
ラ
ブ
で
携
わ
り
た
い
と
お
も
う
奉
仕
活
動
ま
た
は

人
道
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
自
由
に
使
え
る
資
金
で
す
。
申
譜
書
あ
り
。
)

2
.
個
人
向
け
補
助
金
(
4
月
1
日
よ
り
中
語
を
受
け
継
ぎ
ま
す
。
国
際
財
団
活
動
資
金
よ
り
支
給
)

3
.
マ
ッ
チ
ン
グ
・
グ
ラ
ン
ト
(
6
ケ
月
ご
と
の
報
告
が
必
要
。
2
0
0
0
ド
ル
ま
で
は
.
小
日
M
.
C
2
0
0
1

-
1
5
0
.
0
0
0
ド
ル
ま
で
あ
る
	
R
I
に
中
請

)

以
上
報
告
し
ま
す
。

尚
、
5
月
1
7
「
|
(
■
)
6
時
3
0
分
よ
り
2
0
0
3
-
0
1
年
度
理
事
・
役
員
及
び
正
副
委
員
長
会
議
を
国
際
ホ

テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
R
I
、
地
区
会
長
方
針
を
ふ
ま
え
、
次
年
度
事
業
に
つ
い
て
会
長
と
委

員
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
い
た
し
ま
す
。


